
 

 

―中学受験のお子さまを持つ親のためにー 

わが子が伸びる親の『技
スキル

』研究会のご案内 
主催：森上教育研究所 

 

ご両親がちょっとした技（スキル）を修得することで、お子さまがその教科を好きになり、学習意欲がわい

たり、思考のセンスを身につけたりできることがあります。ご両親がこうした技を身につけてお子さまと楽し

みながら学ぶことで、合格に近づく知的な子育ての醍醐味を味わってみませんか。この講演会は、塾で行う講

演会ではありません。むしろどんな塾に通っていても役立つ、ご家庭でできて、しかもお子さまが伸びる教育

技術を広く公開する企画です。 

無料公開シンポジウム 

 

新しい学習指導要領／新しい大学入試 ～英・数の学びはどう変わるかー第一人者と共に考える  

9 月３日（日）13：00～16：00 会場：法政大学市ヶ谷キャンパス外濠校舎 

●内容  新学習指導要領と新大学入試を深く理解するために、第一人者の先生方をお招きし、英語教育、数

学教育の最新の動向をお話しいただきます。※英語・数学同時開講     申込〆切 8/30（水） 

 

広尾学園入試攻略法 ～実際の答案から読み解く実践必勝法とは  

9 月 9 日（土）15：30～17：30 会場：広尾学園中学校高等学校  

●内容  これまでの実際の答案をみながら、スキル研究会講師 金廣志先生と広尾学園の各教科責任者の先

生に入試必勝法を解説していただきます。                申込〆切 9/7（木） 

 

平成２９年度後期講座予定 

第 1 回 9 月 7 日（木）国語 早川 尚子（国語の寺子屋主宰） 

●テーマ 読解問題を「問題分け」しながら「印つけとメモ書き」で解く【小４～小６対象】 

●内容  ８月初旬に刊行されます『中学受験 新 お母さんが教える国語』（ダイヤモンド社）にて著しま

した読解法をお伝えいたします。過去問から選んだ物語的文章と説明的文章の一部をご一緒に解き

ましょう。対象学年以外の保護者の方もどうぞいらしてください。      申込〆切 9/5（火） 

 

第２回 ９月 14日（木）国語 小泉 浩明（学習コーチング）  

●テーマ 覚えておきたい受験国語のテクニック【全学年対象】  
●内容  国語の入試問題を読む時や解く時に使える、覚えておきたいテクニックを紹介します。テクニック

は、王道的なものから苦肉の策的なものまでいくつもありますが、「知っている」と「知らない」
では得点に明確な差が出てきます。使えるテクニックを、ぜひお子さまにお伝え下さい。                    

申込〆切 9/12（火） 

第３回 9月 21日（木）算数 望月 俊昭（算数指導＆執筆） 

●テーマ 誤答例から学ぶ＜図を描く問題＞の学び方【全学年対象】 

●内容  昨年の後期スキル研究会（テーマ：「図が描けない難関中学受験生」）では，図が描けない難関中学

受験生の実情と図を正しく描くための日々の取り組みを一般論として扱いました。今回は，その続

編（＝実践編）として，正しい図が描けない原因と描けるようになるための取り組みを，過去の受

験生の誤答例に即して説明します。                   申込〆切 9/19（火） 

 

第４回 9月 28日（木）麻布 金 廣志（悠遊塾主宰） 
●テーマ 麻布入試攻略法【小６対象】 
●内容  麻布入試に絞った究極の攻略法。受験生の答案例などを参考にして4科の解法を指導します。 
     麻布必勝をねらう受験生と父母にとっては必見の講座です。        申込〆切9/26（火） 
 

第５回 10月 5日（木）女子学院 金 廣志（悠遊塾主宰） 

●テーマ 女子学院入試攻略法【小６対象】 
●内容  女子学院入試に絞った究極の攻略法。受験生の答案例などを参考にして4科の解法を指導します。 

女子学院必勝をねらう受験生と父母にとっては必見の講座です。      申込〆切10/3（火）  
 



 

 

 

第６回 10月 10日（火）国語 田代 敬貴（国語指導&執筆） 

●テーマ 生徒の答案から学ぶ記述答案作成の＜スキル＞【小４～小６対象】 

●内容  成績上位の生徒でも、わかりやすく読みやすい、言いかえれば採点者に苦痛を与えない文章を書く

生徒はめったにいません。では、受験生の書く答案の問題点はどこにあるのか、どうずれば改善さ

れるのか。タイプ別記述問題攻略の＜スキル＞とあわせてお話しします。  申込〆切 10/6（金） 

 

第７回 10月 19日（木）算数 竹内 洋人（算数指導＆執筆） 

●テーマ 立体図形を得点源にする学び方と攻略法【小４～小６対象】 

●内容  立体図形が 2017 年入試でも多くの学校で出題されました。苦手なまま本番を迎えてしまうケー

スの多い分野ですが、問題に対する正しい取り組み方を理解しておけば実は得点源にすることも可

能な分野です。4年生内容から最難関レベルまでを扱います。      申込〆切 10/17（火） 

 

第８回 10月 26日（木）理科 恒成 国雄（Tサイエンス主宰） 

●テーマ 各学年がやるべき理科的内容への取り組みについて【小 2～小 5 対象】 

●内容  「理科は、もはや暗記科目ではありません！」中学理科入試問題の思考力重視化は毎年顕著になっ

てきています。直前の丸暗記では間に合いません。どの時期にどのようなことをやるべきなのか？

具体的な理科の入試問題から、それに対応できる力をつけさせるための学年ごとの理想的な過程を

説明していきます。                         申込〆切 10/24（火） 

 

第９回 11月 30 日（木）社会 早川 明夫（文教大、『ジュニアエラ』監修、学研『応用自在』等執筆） 

●テーマ 2018 年度入試でおさえておきたい時事問題【小４～小６対象】 

●内容  今年の入試でも約 90%の学校が時事問題を出題しました。ところが、時事問題は教科書や塾のテ

キストにはふつうのっていません。そこでどうしても時事問題に対する対策が必要です。さらに選

挙権年齢が 18 歳以上に引き下げられたこともあり、主権者教育の必要性が高まっております。こ

うしたことを考えても、今後も時事問題は多くの学校で出題されると思われます。本講演において

は、今年の国内外の重要な出来事を解説し、来年度入試の予想（時事問題関係を中心に）をお話し

たいと思います。また、時事問題の予想問題も用意します。       申込〆切 11/28（火） 
 

第 10 回 12 月 7 日（木）理科 小川眞士（小川理科研究所主宰＆執筆） 

●テーマ 理科時事問題対策【小 3～小６対象】 
●内容  自然現象や災害・環境問題等に関する関心が高まっている現在、理科の時事問題の出題は近年確実

に増加しています。問題の内容としては、一問一答で聞くものから、時事問題を導入にデータ解釈
も含めより深く理科的に考えるものまで多種多様です。また、最近の入試では気象・地震や火山・
ＬＥＤなどについての出題が目立ちます。本講演においては、今年の理科に関する重要な出来事を
解説し、来年度入試に向けてのポイントをお話ししたいと思います。   申込〆切12/5（火）                       

 

第 11 回 12 月 23日（土）算数 宮本 哲也（算数･数学･パズル教室主宰）会場：私学会館 

●テーマ お子さまが低学年の間にやるべきこととやるべきでないこと【幼児～小 4対象】 

●内容  私の教室には算数が得意な子がたくさんいますが、彼らは例外なく、算数が大好きです。得意だか

ら好きになったわけではなく、好きだから得意になったのです。彼らは自分で考えることを好み、

人から教わることを好みません。算数が好きな子になるための環境作りを考えてみませんか？ 

申込〆切 12/21（木） 

◇時間： 10：00～12：00 

◇会場：森上教育研究所セミナールーム（JR・地下鉄市ヶ谷駅下車徒歩７分）で開催 

但し、無料公開シンポジウムは広尾学園、第 11回講座はアルカディア市ヶ谷私学会館で開催 

◇料金：各回 3,000円（税込）※決済を完了された場合はご返金できません。 

◇申込方法： 8 月 1 日（火）より申込受付開始 スキル研究会 WEB サイト（http://oya-skill.com/）より

お申込下さい。メール・FAX の場合は、①保護者氏名 ②お子様の学年 ③郵便番号 ④住所 ⑤電話／

FAX 番号／メールアドレス ⑥参加希望回 ⑦WEB 会員に登録済みか否か を明記の上、申込〆切日 16

時までにお送り下さい。折り返し予約確認書をメールか FAX でお送りします。 

電話での申込はご遠慮下さい。尚、本研究会は塾の関係者の方のご参加をお断りしております。 

 



 

 

◇注意事項： 

WEB サイトでお申込の方 

１．開講日までにお支払いを完了して下さい。一旦お支払い頂いた受講料の返金はいたしません。 

２．欠席される場合は必ず ent@morigami.co.jp までご連絡下さい。無断欠席はなさらないで下さい。 

３．欠席された場合、講演内容を収録した音声データへのアクセス先 URL をお知らせします。 

ただし聴講期間は講座開催日より 1週間です。それを過ぎると聴講できなくなりますのでご注意下さい。 

また、無料公開シンポジウムの音声配信サービスはありません。 

４．欠席された場合、希望者にはテキストを着払い（送料 381 円）でお送りします。 

欠席連絡の際にテキスト希望の有無をお知らせ下さい。 

５．決済の有無に関係なく申込の時点で席をご用意しております。 

決済完了前に欠席が確定した場合も必ず ent@morigami.co.jp までご連絡下さい。 

メール・FAX でお申込の方 

欠席者への音声配信サービスは行っておりません。 

 

 森上教育研究所 メール：ent@morigami.co.jp  FAX:03-3264-1275  

 

データ提供：森上教育研究所（http://www.morigami.co.jp/） 

掲載：株式会社インターエデュ・ドットコム（http://www.inter-edu.com/） 

 


